
所在地 神奈川県大和市下鶴間１６４４番地

設立日

主要製品 ＤＶＤディスク, デバイス, 印刷物

ISO14001認証取得 最新更新年月   

環境コミュニケーション 情報開示 工場見学 0名

（2004年度） 地域貢献

問合せ先 部署名 TEL 046（278）1298

サイトの紹介

環境責任者 横山　勉

環境分野の04年度の重点テーマ

製品、環境技術開発紹介

1962年９月２１日

1998年８月１日

1件

2件　　　　

松下グループサイトレポート2005
2004年度：2004年4月1日～2005年3月31日

　2004年度は工場テーマとして、省エネルギー（電力の削減）「目標：2004年度末までに電力使用量10.5%削減(2001年基
準)」と廃棄物の削減「目標：2004年度末までに廃棄物量90%削減(2000年度比)」を取り上げました。結果として電力、廃棄
物ともに目標を達成しました。
　本社施策テーマでは製品中の環境負荷化学物質使用量の低減として「鉛フリー対応部品の導入」を目標に掲げ、全社鉛
フリー対応部品の見直しを行い目標を達成しました。一方、全社生産資材グリーン調達の推進・新基準の推進では、目標と
して「2004年度末までに新グリーン調達率100%実施」をかかげ新基準に従った説明会及び調達率の向上を通じ目標達成を
図りました。
　環境マネジメントシステムの改善策としては「1.環境影響評価方法の改善による影響評価の顕在化」「2.教育訓練の充実に
よる力量の評価」「3.遵守評価において法的要求事項の遵守強化。」の3項目を重点として改善を進めました。
　対外活動では大和市と協力した緑地保全活動に会長会社として力を注いでおり、年3回実施しました。
「音と映像の保存庫」も設立しておりますので産業・文化振興の一助になればと考えております。今後とも更なる環境改善を
進めて参りますので宜しくお願い致します。

2005年7月

大和工場は準工業地域に位置しており、本社機能や、多くの事業部門を持つ複合事業体であります。主な事
業概要としては、音響・映像・情報通信機器関連及びＡＶアクセサリー商品、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ部品、光ピックアップ、各
種印刷物等の開発、設計、製造、販売等を中心にした事業活動を行なっております。
　環境活動は、１９９８年８月にＩＳＯ１４００１の認証取得を受け、環境の改善は企業の社会的責任であること
を深く認識して、事業活動により生ずる環境影響を常に考慮し、環境負荷の継続的改善に努めています。また、
環境保全活動を推進する為の組織、体制を整備すると共に、環境関連の法規制及びその他の要求事項を遵
守しながら、必要に応じ自主基準を設定し、管理の質の向上を図っています。地域活動として「大和の環境を良
くする会」や、大和市防火管理協会の会長会社としての要職も果たしております。毎年８月には納涼祭を開催
し、地域住民の方との交流を深めております。

大和総務センター

日本ビクター株式会社　大和工場

ＡＶアクセサリー商品
環境負荷低減型の商品開発として２００３年度より包装材の
脱塩ビを進めてきました。現在、販売されているＡＶアクセサ
リーの商品パッケージは塩ビをふくまない材質の物が使われ
ています。現在は脱塩ビフリーコードの導入へ取り組んでお
りＡＶコード・ヘッドフォンケーブルへの塩ビフリーを検討しま
す。写真のデジタルオーディオプレーヤーは操作機能をアー
ムレスヘッドフォンへ組み込み、より音楽を身近なものへと近
づけています。

光ピックアップ
環境負荷低減型の商品開発として小型軽量化による環境負
荷低減及び梱包材削減に取り組んでおり2004年度実績では
ＣＤ光ピックアップにて前年モデル比で２１％削減していま
す。引き続き環境負荷低減に向けた活動を積極的に推進し
ます。
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環境パフォーマンスデータ グラフ表示年　04,2004：2004年4月1日～2005年3月31日

エネルギー使用量 単位：千kl CO2排出量 単位：千トン-CO2

10　MJ換算値

自然エネルギー利用量（2004年度）

千kW/h

<算出基準について>

水の使用量 単位：千ｍ 産業廃棄物,有価発生物 単位：千トン  リサイクル率：％

循環的利用量

2004年度 m3

化学物質 33/50削減活動をグローバルに展開したデータを開示しています。 単位：トン

使用量 排出・移動量

PRTR法及びVOCに従う届出が必要な対象物質及び取り扱い量はありませんが、社内基準に従い移動量及び
排出量の把握に努めます。

CO2排出量は事業構造改革に基づくカンパニー間の
移動により電力使用量が増減しています。主には
DVDディスクの生産量に比例して電力量が増加し、
CO2排出量も微増となりました。

廃棄物総量削減を主目的としたマネジメントプログラ
ムを作成し取り組んでおります。有価物発掘への手
段として分別の徹底を図っております。不法投棄防止
の為の電子マニュフェストへの対応も2005年度より処
理業者とともに進めてまいります。

地下水の削減については施設面での設備投資も
考慮しながら漏れ分の低減を検討、対応していき
ます。

0.00

0.00

ＣＯ２算出基準：電力係数を0.357ｋｇ/ｋWｈとしＣＯ２原単位を定め、全使用電力量12885ｋWｈに積算しています。
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環境法令等の順守状況（2004年度）

違反件数 状況・対応

大気 該当せず

水質 0

悪臭 0

騒音・振動 0
その他

大気汚染物質計測状況　（規制値、自主規制値、実績最大値、計測頻度）
単位 施設名 規制値 自主規制値 実績最大値

ＳＯｘ Nm3/h    

   

   

ＮＯｘ ppm    

   

   

ばいじん g/Nm3    

   

   

水質汚濁物質計測状況　（規制値、自主規制値、実績最大値、計測頻度）
単位 施設名 規制値 自主規制値 実績最大値

COD mg/l ２５以下 ２５以下 １未満

   

   

BOD mg/l ２５以下 ２５以下 １未満

   

   

窒素 mg/l １００未満 １００未満 6.100

   

   

リン mg/l ０．２以下 ０．２以下 ０．００２未満

   

   

騒音・振動計測状況　（規制値、自主規制値、実績最大値、計測頻度）

単位 規制値 自主規制値 実績最大値

騒音 昼 65.000 62.000 58.000

夜 60.000 58.000 52.000

振動 dB 昼 65.000 60.000 54.000

夜 60.000 55.000 30.000

規制値：法または条例および協定の規制する値

N/A：法規制対象外の物質

ND：測定値が検出限界以下の場合

１回/年

１回/年

１回/年

 

 

１回/年

計測頻度

１回/年

 

 

 

１回/年

 

１回/年

 

１回/年

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計測頻度

 

 

間接冷却水

 

 

非該当

計測頻度

非該当

境界６ポイント

境界６ポイント

非該当

 

 

境界６ポイント

境界６ポイント

非該当

計測時間帯・場所

間接冷却水

 

 

間接冷却水

非該当

 

間接冷却水

非該当

違反事項は特にありません

非該当

非該当

非該当




